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There are two aims in this paper. The first aim is to present the data on devoicing 
and voicing of consonants in Mangghuer and Kanjia and show their status in Shirongol 
Mongolic. In spite of the fact that Mongghul and Mangghuer are regarded as different 
languages, the data shows that they share the similar phonological processes which can 
be clearly distinguished from other Shirongol Mongolic. Kanjia is regarded as a 
language closely related to Baoan and partly to Santa（Dungshang）; the phonological 
process of this language enforces this argument. The second aim is to discuss subtle 
differences among dialects（or informants）and reexamine the descriptions of previous 
studies. The results are: （1）regressive dissimilation of voincing abundantly found in 
Naringol subdialect of the Mongghul is rare in other subdialects, （2）some data in 
Mongghhul can’t be explained by two processes assumued by Hattori, （3）reconstruction 
of *z in Proto Mongolian has little evidence, （4）regressive dissimilation of voincing in 
Baoan is limited to Tongren dialect; hence, Kökebaγatur’s classification of Baoan to the 
same group as Shira Yughur depending on this phenomenon does not make sense, （5）
Todaeva’s data on Dongxiang reflect an older stage of this language. We also showed 
the difficulty in generalizing the precise condition of the occurrence of initial fricative 
by means of moving aspiration proposed by Svantesson.

Keywords：Shirongol Mongolic, Mangghuer, Kanjia, voicing, devoicing
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１．はじめに
　子音の有声化及び無声化 1 に関しては，土族語互助方言の下位方言である那龍溝方言に
ついて Hattori（1972）の精密な研究があり，河湟語全体にわたって喩世長（1983）の概
説がある。清格爾泰（1985, 1989）は別の観点から河湟語の特に東郷語と土族語互助方言
のこの現象を論じている。東部裕固語，土族語互助方言，保安語，東郷語に関しては佐藤

（1991/ 1992），フフバートル（1992）の論考がある。Svantesson（2003）は preaspiration
の観点から論じている。
　しかし，土族語民和方言と康家語に関しては有声化及び無声化の観点からは取り上げら
れていなかった。土族語互助方言と土族語民和方言は名称の面では同一言語の方言のよう
に感じられるが，別の言語であるという主張がなされており，Mongghul と Mangghuer
という言語名が与えられている［Janhunen 2003］。両者ははっきり違った特徴を有してい
る［魯長寿 1986: 60，照那斯圖編 1981a: 89］2 にもかかわらず河湟語の他の言語にはない共
通の特徴 3 がある。子音の有声化と無声化の起こり方の点でも，両者には共通の特徴があ
ることを以下に示す。康家語は保安語に最も近い言語であることが，斯欽朝克圖（1999: 
269－277）の記述から窺えるけれども，子音の有声化と無声化の起こり方の点では東郷語
に近い面と保安語に近い面があることを以下に示す。土族語民和方言のデータは，清格爾
泰編著，李克郁校閲（1991: 369－396）付録：土族語言方言土語例詞（四個地区語音対照表）

（4）民和，及び Zhu Yongzhong（朱永忠），Wang Xianzheng（王献珍），Keith Slater, 
Kevin Stuart et al.（2005）のテキストからデータベース化したものから引用する。前者
は IPA，後者は括弧に入れたピンイン式の表記で記す。康家語は，斯欽朝克圖（1999: 278
－307）の付録－常用詞から引用する。
　先行研究はいずれも限られた資料に基づいての考察であるので，各言語の方言間の微妙
な差異については触れられていない。土族語互助方言は先行研究で触れられている方言以
外に，丹麻方言，天祝方言，沙塘川方言の形式を様々なテキストから採集した語彙から提
供することができる。Hattori の分析は那龍溝方言に依拠していて，他の方言とは明瞭に

1 中国の研究者は子音の分類を閉鎖音と破擦音に関しては有気音／無気音，摩擦音に関しては無声
／有声と記述していることが多い。またこれとは別に硬音（fortis）／軟音（lenis）という分類も
あるが，ここでは無声／有声とする。ただし，有声はソナントを除く場合と含む場合とある。

2 土族語互助方言と土族語民和方言の違いは，［魯長寿 1986: 60］によると次の通りである。
  　土族語互助方言（Mongghul） 土族語民和方言（Mangghuer）
 1　長母音と短母音の区別がある  長母音と短母音の区別がない
 2　*q が x に対応する   *q が q に対応する
 3　*p が f に対応する   *p が x に対応する
 4　音節末で l と r の区別がある  音節末で l が r に変化している
 5　音節末で m が保存されている  音節末のｍが n に変化している
 ただし 4 は那龍溝方言では正しくないし，5 は丹麻方言では正しくない。
3 河湟語で土族語互助方言と土族語民話方言だけが持っている特徴は次のとおりである。
 1　語幹末添加子音 n（隠れた n）がある　 角道（2002, 2008b: 148－152）を参照
 2　与位格以外に位格を持っている  角道（1989, 2008b; 159－162）を参照
 3　*-ba に由来する -wa（互助方言）または -ba（民話方言）が口語のみに現れる。
      角道（2008a: 39－396）を参照
 4　疑問詞「どこ」に anjii（互助方言），angji（民話方言）を用いる。
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違った特徴を示している。保安語，東郷語，東部裕固語についても各種の資料から下位方
言（あるいはインフォーマント）の違いを示すデータを提供する。

２．先行研究
（1）Hattori（1972）
　Hattori は土族語互助方言の下位方言である那龍溝方言の子音の有声化と無声化につい
て，この方言を記述した de Smedt, A. et A. Mostaert（1933）の辞書に基づいて子細に検
討している。その結論の部分だけを原文の英文から和訳して引用する。

　1）　 モンゴル祖語の語頭の *p は［ ］に弱化する。母音間の *p の弱化はさらに早く起こ
ったに違いない。

　2）　V ＋ *（r）d，*（b‚r‚n）ž，*（b）z，*j［?］が後続するときの語頭の *t，*k，*q の有声化
　3）　 第二音節に VV（長母音）が後続するモンゴル祖語の母音間の *t，*k，*q，*［?］の

有声化
　4）　 V＋（*b，*g，* ，*l，*r）＋*t，* ，*k，*q または V＋*s または狭い V＋*s＋開いた

VV が後続する語頭の *b，*d，*ž，*g，* の無声化
　5）　 通常語頭にあり，そのうちのあるものはモンゴル祖語の lenis に由来する p，t，，k，

q，f，s，š，x が先行する非語頭（且つ非語末）の（*b，*g，* ，*l，*r）＋*t，* ，
*k，*q，*s，（š は除く）の有声化

　このうちで子音が引き金となっている有声化と無声化に関するのは 2），4），5）である。
Hattori の記している例のうちから重要なものを選び歴史的な過程を以下に示す。4）また
は 5）のみが関与している変化の例は少なく，4）と 5）が引き続いて起こっているものが
多いことが注目に値する。この過程は以下に述べる Svantesson が fl ip-fl op と名付けてい
るものである。Hattori の主張によればモンゴル祖語に *z が存在したことになるが，例え
ば「立つ」と「逃げる」の最少対立が根拠となっている。しかし「立つ」の語頭子音は土
族語で有声音を保存しているバリエーションがあるため，Hattori の説は再検討の余地が
ある。また，「丈夫な」のバリエーション badi は，4）5）では説明できない。李克郁（1988）
の辞書による表記が確認できた語については括弧に入れて記す。
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Hattori （1972）による土族語那龍溝方言の通時的変化
 *qadaa *batu *bütägää- *büsää  *dotor *döcin *tuzaa-
2）有声化（逆行同化） adaa ― ― ― ― ― duzaa-
3）無声化（逆行同化） ― patu pütä’ää- püsää totor töcin ―
4）有声化（進行異化） ― padu püdää- püzää todor töžin ―
  
 adaa padu pudjee- puzee   tudor tjezin dusaa-
 （ghadaa） （p/badi） （pudee-） （pusee） （tudor） （tijin） 
 岩 丈夫な 充満する帯 中 四十 注ぐ
 
 *boz- *bos- *qaža- *qaqai *küzi *sükä
2）有声化（逆行同化） ― ― aža- ―    güzi ―
4）無声化（逆行同化） ― pos- ― qaqai   ― ―
 bos-
5）有声化（進行異化） ― ― ― qa ai   ― sügä 
  
 bosə- pusə- azja- xa ai   guzi sogwo
 （b/posi-） （ghaja-） （hghai）   （guji） （sgo）
 立つ 逃げる 噛む 豚 香 斧

　Hattori の分析の問題点については第 9 節で論じる。

（2）喩世長（1983: 22－27）
　喩世長は『保安語簡誌』，『東郷語簡誌』，『土族語簡誌』，『東部裕固語簡誌』の資料に基
づいて，保安語，東郷語，土族語（互助方言），東部裕固語の語頭の q，k の発展を論じ
ている。土族語民和方言及び康家語のデータを付け加えて第 5 節で詳しく検討する。

（3）清格爾泰（1985, 1989）
　清格爾泰（1985）は元朝秘史，パスパ文字の表記に言及しながら，*q と *γ及び *k と
*g の区別がなかったことを主張するために，土族語互助方言，保安語，東郷語の語頭及
び語中の q，k の歴史的発展について論じ，特に東郷語について詳しく分析している。清
格爾泰（1989）は土族語に集中して子音の有声化及び無声化を論じている。
　しかし，この子音の有声／無声への分化がどういう環境で起こったのかに関する精密な
記述はない。河湟語以外のモンゴル諸語や方言での分化の条件の記述も必要となる。

（4）佐藤（1991/ 1992）
　佐藤は東郷語，保安語，土族語互助方言，東部裕固語について，第二音節初頭の舌先有
声子音の前で語頭の *k, *q の軟音化（有声化）する条件及び語頭の *b が硬音化（無声化）
する条件を詳しく記述している。
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（5）フフバートル（1992）
　フフバートルは語頭子音の軟音化（有声化）を主として扱っている。要点を引用し補足
を付け加えると次のようである。

　A　第二音節の頭の「一時的軟音」による語頭子音の軟音化
　　硬音ではじまる語頭音節に古い（一時的）軟音ではじまる第二音節が後続する場合，
　　語頭の硬音が軟音化する。
　　第二音節初頭の子音は東部裕固語と土族語では舌先音
　B　第二音節の頭音の軟音化
　　硬音ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合，第二音節の頭の
　　硬音が軟音化する。
　　東部裕固語，保安語，東郷語では第一音節の長母音が障碍になる。
　C　第二音節の頭の硬音による語頭子音の軟音化
　　硬音ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合，語頭の硬音が軟
　　音化する。
　D　第二音節の頭の「二次的軟音」による語頭子音の軟音化
　　硬音ではじまる語頭音節に音変化による（二次的）軟音ではじまる第二音節が後続す
　　る場合，語頭の硬音が軟音化する。 D は B に引き続いて起こる。

　フフバートルは C は東部裕固語と保安語にしか存在しないと述べているが，土族語（モ
ンゴル文語 tebsi, 土族語正書法 debxi「盆」），東郷語（モンゴル文語 asun，東郷語
d ɑŋsuŋ「雪」）にもわずかながら存在する。さらに東郷語の資料の中には dosun「油」（モ
ンゴル文語 tosun）を挙げているものがある。ここで重要な点は保安語で C が起こってい
るのは第二音節初頭が s または の場合に限られていることであり，土族語，東郷語につ
いては第二音節初頭が s の場合に限られていることである。他方，東部裕固語にはそのよ
うな制限はない。しかし東部裕固語で C が起こっていない条件の中には，第一音節が後
に長母音（さらにその後短母音化する）または二重母音になる場合がある。また第一音節
が閉音節の場合，C が起こらないで B が起こっている場合がある。順序としては C は B
の前に起こったと考えるほうが自然である。フフバートルの資料は『保安語詞彙』に基づ
いたものであるが，保安語で C が起こっているのは同仁方言に限られるようである。
　また，保安語の tədɑː-「逃げる」はモンゴル文語の dutaγa- に対応する語であり，土族
語互助方言の tudaː- とともに Hattori の 4），5）が起こっているけれども，フフバートル
はこの例を孤立諸言語第二音節頭音軟音化一覧表［フフバートル 1992: 153］には記載して
いない。さらに上述の A ～ D のどれにも該当しない東部裕固語の ʤɑ ɑ「襟」（モンゴル
文語 jaqa）の軟音化（有声化）の例を取り上げている［フフバートル 1992: 150］が，これ
は土族語互助方言に関しては Hattori の 3）ですでに論じられているものであり，第二音
節の有声化を引き起こしているのは第一音節の子音ではなく，直後の長母音である。つま
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り *žaqaa ＞ ža aa ［Hattori 1972: 79, 82］。

（6）Svantesson（2003）
　Svantesson は現代モンゴル語ハルハ方言にあるような preaspiration が古代モンゴル語
にもあったことを主張するために，内蒙古方言の語頭の有声化及び河湟語の無声化と有声
化を取り上げている。Svantesson は語中の無声音（有気音）の気息音は子音の直前にあ
ると主張し，Grassman の法則になぞらえて，内蒙古の諸方言で /ChVCh.../［ChVhC...］＞

［CVhC...］という変化が起こっていると述べている。さらに河湟語では /CVCh.../［CVhC...］
＞［ChVC...］という fl ip-fl op が起こると論じている。前者はフフバートルのＣ，後者は
Hattori の 4），5）に相当する変化である。しかし土族語互助方言の「丈夫な」に見られ
るバリエーション badi は fl ip-fl op では説明できない。fl ip-fl op は単独の変化であるが，土
族語の例でも明らかなように，s が関与する語には 4）のみあるいは 5）のみが起こって
いる語があるため，この見解には問題がある。さらに，/VCh.../［VhC...］＞［hVC...］という
移動する気息音の変化を提案しているが，この妥当性については第 12 節で論じる。河湟
語のうち引用されているのは土族語互助方言と東郷語のみであり，変化が起こる厳密な条
件は全く述べられていない。

３．河湟語のまとめ
　Hattori の 2），4），5）とフフバートルの A，B，C，D の関係を細かい条件（例えば
Hattori の 2）の第二音節初頭子音は舌先音）を捨象して無声音，有声音，ソナントに大
別して，起こった変化をまとめると，Hattori の 2）がフフバートルの A に相当し，
Hattori の 5）がフフバートルの B に相当する。フフバートルの C, D に相当するものは
Hattori にはない。Hattori，フフバートルが取り上げていない変化の過程も含めてローマ
数字で記し，河湟語の諸言語でどの過程が存在するかを記すと以下のようになる。清格爾
泰と佐藤が河湟語に関して取り上げているものに を記す。河湟語に関して Svantesson
が扱っているのは fl ip-fl op だけである。なお第三音節の子音が関係している場合は除く。
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表 1　河湟語における有声化，無声化のパターン（1）

Hat-
tori

清
格
爾
泰

佐
藤

フフ
バー
トル

Sv. 方向 同化
異化

パタ
ーン 変化 東部

裕固
土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷

Ⅰ 2） A 逆行 同化 ●← ○●＞●● ＋ ＋ ＋  ＋* ＋ ＋
Ⅱ A 逆行 同化 ●← ○◎＞●◎ ＋  ＋* ＋ ＋
Ⅲ C 逆行 異化 ●⇦ ○○＞●○ ＋ （＋）  ＋* （＋）
Ⅳ 4） 逆行 同化 ○← ●○＞○○ ＋ ＋ （＋） ＋ （＋） ＋
Ⅴ 5） B 進行 異化 ⇨● ○○＞○● ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
Ⅵ 4）5） f-f ●○＞○● ＋ ＋ ＋ （＋）（＋） ＋
Ⅶ D 逆行 同化 ●← ○●＞●● ＋ （＋） （＋）* （＋）
Ⅷ 進行 同化 →○ ○●＞○○ （＋） ＋ （＋）
Ⅸ 進行 同化 →● ●○＞●● ＋ ＋ （＋）（＋）（＋）
Ⅹ 進行 同化 →● ◎○＞◎● ＋ ＋ （＋）（＋）（＋）
Ⅺ 逆行 異化 ○⇦ ●◎＞○◎ （＋） （＋）（＋）（＋）
Ⅻ 進行 異化 ⇨○ ◎●＞◎○ （＋）（＋）（＋）（＋）
ⅩⅢ 逆行 異化 ○⇦ ●●＞○● （＋）

 第一音節初頭子音と第二音節初頭子音の
  →：進行同化，←：逆行同化，⇨：進行異化，⇦：逆行異化
 ○：無声音，●：有声音（ソナントを除く），◎：ソナント4

 ＞：変化
 ＋：存在する，（＋）：存在するけれども例が少ない　
 ＋：下位方言によっては存在する（第 8 節，第 9 節）
 *   ：下位方言によっては起こり方が異なっている（第 10 節）
 Sv.：Svantesson  f-f：flip-flop

　以上の関係を別の角度から表すと次のようになる。縦軸が第一音節の初頭子音，横軸が
第二音節の初頭子音を表す。

表 2　河湟語における有声化，無声化のパターン（2）

無声音　○ 有声音　● ソナント　◎
無声音

○

有声音
●

ソナント
◎

Ⅷ p

Ⅳ ⅩⅢ Ⅺ
Ⅰ Ⅶ ⅡⅢ

Ⅺ p

Ⅴ p

Ⅻ
Ⅹ p

縦軸：第一音節初頭子音
横軸：第二音節初頭子音
p：進行同化  　：同化同化
矢印：変化の方向

存在しない変化
●●＞●○
●●＞○○（ＢＤの逆方向） 
○●＞●○（flip-flop の逆方向）

4 清格爾泰（1985）では強（＝ fortis）を△，弱（＝ lenis）を○で表しているが，無声（＝ fortis）
を○，有声（＝ lenis）を●，ソナントを◎と表すことにする。この場合の●は◎を含まないこ
ととする。
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４．河湟語の実態
　河湟語の各言語の実態を以下に個々に示す。

（1）東部裕固語

　

表 3　東部裕固語の変化

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅵ
Ⅲ Ⅺ

Ⅰ Ⅶ

Ⅸ
Ⅹ

Ⅷ

：下位方言によっては存在する（第 8 節を参照）。

（2）土族語互助方言（Mongghul）

　

表 4  土族語互助方言の変化

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ Ⅶ

Ⅹ

　　

（3）土族語民和方言（Mangghuer）

　

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅳ
Ⅰ

－Ⅻ

表 5  土族語民和方言の変化



大阪大学世界言語研究センター論集 第４号（2010年）

9

（4）保安語

　

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅲ
Ⅳ Ⅺ

Ⅰ Ⅶ

Ⅹ

Ⅱ

Ⅷ

－Ⅻ

：Ⅲの変化は同仁方言のみに存在する（第 10 節を参照）。
　Ⅶの変化は一部の語彙に見られる（第 10 節を参照）。

表 6　保安語の変化

（5）康家語

　

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅳ Ⅺ
Ⅰ Ⅱ

Ⅸ
Ⅹ

Ⅷ

－Ⅻ

表 7  康家語の変化

（6）東郷語

　

無声音 有声音 ソナント
無声音

有声音

ソナント

Ⅴ

Ⅳ Ⅺ
Ⅰ Ⅱ

Ⅸ
Ⅹ

Ⅲ Ⅶ
ⅩⅢ

p－Ⅻ

表 8　東郷語の変化

　　

５．語頭の q，kの有声化の違い
　表 1 に示したⅠ，Ⅱの起こり方は河湟語の諸言語を分類する上で重要な決め手になる。
語頭子音が軟口蓋音及び口蓋垂音について以下に詳しく検討する。
　『簡誌』に基づいている喩世長著（1983: 23－26）のデータを『詞彙』のデータに置き換
え5，さらにデータを付け加えた上で，土族語民和方言を清格爾泰編著，李克郁校閲（1988: 

5 『東部裕固語詞彙』に掲載されていない語については『東部裕固語簡誌』のデータに従う。「速い」
は ŋ で終わっているが，通常東部裕固語では n が保存されるので，これは非常に珍しい形である。
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369－396）または Zhu Yongzhong（朱永忠），Wang Xianzheng（王献珍），Keith Slater, 
Kevin Stuart et al.（2005）から得られた形式を括弧に入れ，康家語を孫宏開主編，斯欽
朝克圖著（1999: 278－307）のデータから補足して記す。
　第一音節末に鼻音がなければ，語頭の q，k の有声化は第二音節の子音の有声性によっ
て引き起こされるるが，その子音が閉鎖性のある子音（閉鎖音，摩擦音）で舌先音ならす
べての言語で語頭の q，k は有声化する（1 ～ 6）のに対し，舌先音以外なら保安語，康
家語，東郷語では有声化するけれども，東部裕固語，土族語互助，土族語民和では有声化
しない（7 ～ 9）。第二音節の子音がソナント（流音，鼻音）で第一音節の母音が a 以外の
場合は，保安語，康家語，東郷語では有声化するけれども，東部裕固語，土族語互助，土
族語民和では有声化しない（10，11）。この違いは河湟語を二つのグループに大別する基
準になる。ただし，第二音節の初頭子音が有声音でも，第一音節末に鼻音がある場合（12，
13），保安語では有声化しない。
　しかし第二音節初頭の子音がソナントでも保安語，康家語，東郷語でも語頭の q が有
声化しない場合がある（14，15，16）。その条件は第一音節の母音が a（すなわち低母音）
のときである。また第一音節の母音が前よりの場合（すなわち語頭の子音が k の場合）
も同様に有声化しない（17，18）。

河湟語における語頭の q, k の有声化の違い
モンゴル文語 * 東部裕固語 土族語 土族語 保安語 康家語 東郷語
   互助 民和
 1　qadu-　　 d ɑdə- ad - adu- ɑdɑ- ade/i- ɑdu- 割る
 2　qadaγasun d （ adasun） adas  － ɑdsөŋ ― ɑdɑsuŋ 釘
 3　qurdun d （ urdəŋ） rdun rdun өrdөŋ urdun uduŋ 速い
 4　qajaγar ǰ ɑdɑːr adar － ɑdər adar ɑdɑ 馬勒
 5　küji ǰ g ʤə gud  ud i gud i ― ― 香
 6　küjügün ǰ g ʤyːn gud  ud i gud uŋ g ʤun ud ən 首
 7　qaγal- γ － xa ala- － ɑ ɑl- － ɑ ɑlu- 割る
 8　quγul- γ huqul- l - （khughuer-）ө өl- － u ulɑ- 折る
 9　kirγa- rγ xər ɑ- ʨir aː- － － － ɑ- 毛を刈る
10　quruγun r xuruːn x r  － urə guru uru 指
11　qura r xurɑ x raː q ra urɑ g ra urɑ 雨
12　könggen ngg køŋgen kongon － kөŋkɑŋ g ŋgo goŋgiən 軽い
13　kündün nd k ntə kundun － kuntə g nd  gundu 重い
14　qalaγun l xɑluːun xalɔŋ qalɔ χөlөŋ χulɔ qɑluŋ 熱い
15　qara r xɑrɑ xara qara χɑrɑ χəra qɑrɑ 黒い
16　qaniya- n xɑnɑː- xanaː- qan’a- χɑnɑ- χana- qɑnɑ- 咳く
17　köl l køl kol kuar kөl kuar kuɑn 足
18　kelen l kelen k le （kelie） kelɑŋ killɔ kiəliən 舌
 * 後続する子音



大阪大学世界言語研究センター論集 第４号（2010年）

11

６．類似性
　土族語民和方言は基本的には土族語互助方言と最も近い特徴を示すが，部分的には「肉」，

「犬」，「木」のように保安語，康家語，東郷語との共通点がある。また康家語は保安語に
最も近い言語である［孫玄開主編，斯欽朝克圖著 1999: 269－277］が，部分的には東郷語と
の共通点がある。以下のこの点を示す。ローマ数字は表 1 に示したものである。保安語の

「羊」，「遠い」の語頭子音については下位方言の違いがあるので，後述（第 10 節）する。

土族語民和方言及び康家語と他の言語との異動
モンゴ 土族語 土族語 保安語 康家語 東郷語
文語 互助 民和

buqur － － bөrke bɔ ɔr bo o 尻
    bɔ ɔ

kedün kɘdɘ kədu kudөŋ gʉndɔ giəduŋ 幾つ
    gədɔ

kündü kundun － kuntə gʉndʉ gnndu 重い
könggen kungon － kөŋkɑŋ gʉngɔ goŋgiən 軽い
keǰiye kəd eː （kejie） kət i gəʤə　 giəd ə いつ

toγuγan tu ː tu o tөχөŋ6 tuχuŋ tu oŋ 鍋
aγan t i aːn tȿu aŋ t iχɑŋ tʃiχɔ tȿi ɑn 白い

    tʃɔχɔ 

γaqai x ai qa ai ɑ ɑi ə ai q əi 豚

miqan maxa muqa mɑ ɑ － mi ɑ 肉
  （mugha）
noqai nɔx i n ai nө өi nu uan no i 犬

modun moːd  motu mөtөŋ m rt n mutuŋ 木

qonin x n  qɔni өni χɔni oni 羊

qola xulo q l  χөlө ulu olo 遠い

qura xuraː q ra urɑ g rɑ urɑ 雨
quruγun xur  （khuru） urə guru uru 指

γal al ar χɑl χɑr qɑŋ 火
γar ar ar χɑr χɑr qɑ 手
γar- ar - （gher-） χɑr- χɑr- q ri- 出る

6 清格爾泰（1985: 6）による。

Ⅸ

Ⅺ

Ⅵ

Ⅱ Ⅱ

Ⅵ Ⅸ

Ⅹ

Ⅻ

Ⅰ

Ⅷ
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７．三音節語の子音
　以上述べたのは第一音節初頭の子音と第二音節初頭の子音についてであるが，三音節語
が関係する場合は少し複雑である。まず，モンゴル文語 qulusun「竹」に対応する土族語
互助方言 x lus ，保安語 өlөsөŋ，東郷語 ulɑsuŋ 及びモンゴル文語 qulaγai「泥棒」に対
応する土族語互助方言 x l ai，土族語民和方言 q r aiʨi，保安語 ɵl əi，康家語 ul ɑi，
東郷語 u i ～ uŋgəi の場合を取り上げる。これは第二音節の初頭の子音が引き金になっ
ていると単純に解釈できるので，Ⅱで説明できる。「泥棒」の場合，仮に第二音節の母音
が脱落していて l が第一音節末の子音になっていたとしても，γは舌先子音ではないから
土族語互助方言及び土族語民和方言には語頭子音の有声化は起こらないので，Ⅰで矛盾な
く説明できる。
　モンゴル文語の ǰirüken「心臓」に対応する土族語互助方言 d irge，土族語民和方言
d urgə，保安語 d irge，康家語 ʤirge ～ ʤirgi，東郷語 d u e は河湟語の全ての言語で
k の有声化が起こっている。これは，第二音節の母音が脱落した後に，Ⅸが起こったもの
と解釈できる。
　しかし類似した三音節語で違った変化をしている語がある。モンゴル文語の qoruqai

「虫」に対応する土族語互助方言 x r ai，保安語 ɵr əi，康家語 ur e ～ ur ə，東郷語
u i ～ uŋgəi の変化の過程を説明するのは困難である。保安語，康家語，東郷語の「虫」

を表す語の子音の変化は，（1）Ⅱ，第二音節母音脱落，Ⅸ，つまり，qoruqai ＞ oruqai
＞ orqai ＞ or ai，（2）第二音節母音脱落，Ⅲ，Ⅸ，つまり，qoruqai ＞ qorqai ＞
orqai ＞ or ai，（3）第二音節母音脱落，Ⅴ，Ⅶ，つまり，qoruqai ＞ qorqai ＞ qor ai

＞ or ai の 3 通りの過程が考えられるが，どれが正しいのかを決定する資料が不足して
いる。土族語互助方言の形式が変化の途中に現れると考えるなら，（3）がもっともらしい。
しかし東部裕固語の「鶏」の形式 dakiya（『東部裕固語詞彙』，『蒙古語族語言詞典』），
dagiya（『東部裕固語簡誌』，『蒙古語族語言詞典』）を参考にすると（2）のほうがもっと
もらしい。
　引き金が何であるかがはっきりしない語がある。モンゴル祖語 *pömükei「臭い」に対
応する土族語互助方言 fumugiː ～ xumugiː，康家語 f ɑi，東郷語 fumu i である。なお，
araki「酒」に対応する形式には，第三音節初頭子音 k が有声化しているものが見られる。
東部裕固語 ɑrɑkə（『東部裕固語詞彙』），arahgə’『東部裕固語簡誌』），ɑrkə（『蒙古語族
語言詞典』），土族語 ɑrə （『蒙古語族語言詞典』），aarig（『土漢詞典』），保安語 rɑkə（『保
安語詞彙』）。
　三音節語ではないが，河湟語に共通して有声化が起こっている語がある。モンゴル文語
qoyar「二」に対応する土族語互助方言 ːr，土族語民和方言（ghuer），保安語 uɑr，康
家語 uɑr，東郷語 urɑ の語頭子音である。Hattori（1972: 72）は土族語の那龍溝方言で「二」
の語頭子音が有声化する理由を第二音節初頭の y（Hattori の j）に求めているが，定式化
では ? を付している［Hattori 1972: 80］。土族語互助方言及び民和方言で語頭子音が有声化
する理由を r に求めることはできない。
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８．東部裕固語内の違い
　東部裕固語の資料には語中に添加子音が付け加わった次のような語がある。丸付き数字
は該当する音節，ローマ数字は対応する変化，f-f は fl ip-fl op を表す。

東部裕固語内の違い

 モンゴル 『東部裕固語 『東部裕固語 『蒙古語族
 文語 詞彙』 簡誌』 語言詞典』
  k h, g k, g
①③ araki ɑrɑkə arahgə ɑrkə 酒
Ⅹ nüken nøkøn nøhgø nøhgøn 穴
Ⅸ beki bekə behgə － 堅い
Ⅴ tügükei tyːkə tyyhgə tyːhgə 生の
  k hg rχg
①③ køløhge（西裕） køløki køløhgyy kølørχgyː 影
  q χ  χ
①③ qoruqai χɔrɔqɔi χoroχ ui χoroχ ui 虫
  gq  
Ⅵ f-f buqa pəgqɑ pu a pu ɑ 雄牛
Ⅵ f-f γaqai q/ ɑgqɑi qə əi qə ɑi 豚
  gq χ  χ ,q
Ⅹ miqan mɑgqɑn maχ an mɑχ ɑn 肉
Ⅲ（Ⅸ） takiya dɑgqɑ daχ a dɑqɑ,dɑχ ɑ 鶏
  gq χ  b
ⅤⅦ dabqur dɑgqur daχ ar dɑb ur 次，回
BD

９．土族語互助方言の下位方言間の違い
　Hattori（1972）は土族語の互助方言の下位方言である那龍溝方言の資料を基に論じて
いるのであるが，互助方言には他の下位方言があり，Hattori の示している形式とは違っ
ている例が多数見られる。以下『土族語詞典』，『土族語詞彙』及び，丹麻方言の形式を，
Limusishiden & Kevin Stuart（1998）のテキストから得られた語彙から引用し，天祝方
言7 の形式を，甘粛省《格薩爾》工作領導小組辦公室，西北民族学院《格薩爾》研究所編（1996）
のテキストから得られた語彙から引用し，沙塘川方言の形式を，Schröder（1959，1970）
及び Heissig（1980）のテキストから得られた語彙，哈拉直溝をТодаева（1973）から引用
する。Hattori が提案する第二音節初頭子音の祖形を併せて記す。まず語頭が p または b
の語について那龍溝方言とは違った形式を持っている例を示す。語頭の p と b の違いを
Hattori の想定する第二音節初頭の *s と *z からは説明できない。むしろ *z は存在せず，
すべて*sであり，ある条件で語頭のbがⅣによってpに変化するというのが実態であろう。
その条件を音韻的に規定することは不可能である。

7 天祝方言は閉鎖音と破擦音を有気音／無気音で表記しているため，『土漢詞典』の z は ts という
無気無声破擦音に対応し，『土漢詞典』の s は無声摩擦音 s に対応する。
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土族語互助方言の下位方言間の違い（1）

Hattori 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
の祖形  詞典』 詞彙』
*s ba šə baghaxi pa  pogxji － pag<še баҕше 徒弟
  bagxi    pag<ši
  pagxi    bag<šë
*s busa － － － － － баса また
*z bosə- bosi bos  pusi- phətsə- pus- босе- 起きる
  posi-     puos-
 bos wo posghu pos  pusigha phəsqɷ posg<uo босҕo 敷居
  pusghu bos
*s busi puxii （p a puxii phəʨii bsi － でない
   pu a）  puʨii busi
*s pusə － － － － － － 逃げる

　また次の語は第一音節初頭に *b，第二音節初頭に *t，*k を持つ語であり，ⅣとⅤ（Hattori
の 4）と 5））が起こった結果，第一音節初頭子音が無声化し，第二音節初頭子音が有声化
したと説明されている。しかし，第一音節初頭及び第二音節初頭にともに有声音が現れる
バリエーションが資料によっては存在する。この現象はⅣとⅤでは説明できない。Ⅸの●
○＞●●という過程を想定する必要がある。この変化は数は極めて少ないけれども，モン
ゴル文語 bülteyi-「目を見張る」に対応する東郷語 bənʥi-，モンゴル文語 buqur「尻」に
対応する康家語 bɔ ɔr ～ bɔ ɔ「女性性器」，東郷語 bo o，モンゴル文語γaqai「豚」に対
応する保安語 ɑ ɑi，康家語 ə ai ～ a ai に見られる。

土族語互助方言の下位方言間の違い（2）
 文語 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
   詞典』 詞彙』
 batu padu padi pad  － － － паду 丈夫な
   badi     бату
 betege podo o pudugo ― － － － － 砂嚢
   budugo
 baγta- pa da- pagda- pa da- poda- － pag<da- － 納める
     boda-

　第一音節初頭に無声子音，第二音節初頭子音に有声子音が現れるものについては，Ⅳ●
○＞○○及びそれに引き続いて起こるⅤ○○＞○●ではなく，Ⅸ●○＞●●及びそれに引
き続いて起こるⅩⅢ●●＞○●でも同じ結果が得られるが，ⅨもⅩⅢも例が非常に少ない。Ⅹ
Ⅲ●●＞○●はモンゴル文語 gedesün「腹」に対応する東郷語 kid əsuŋ に見られるにす
ぎない。
　次に語頭が d または d ～ t の語について述べる。那龍溝方言以外の資料で語頭に d（天
祝方言では t）が現れるのは『土漢詞典』debxi，哈拉直溝дебджi，「盆」，『土漢詞典』
dash「石」及び哈拉直溝дебчi「ボタン」のみであり，他の語の語はすべて t（天祝では
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th）である。したがって語頭に d が現れるのは那龍溝方言（及び一部の哈拉直溝）の特徴
と考えられる。しかもこの現象を第二音節の子音の有声性 *z に求めるのも問題がある。

「盆」については各種の方言の形式が得られないが，Hattori（1972: 78）はオルドス方言
のような方言からの借用の可能性を示唆している。

土族語互助方言の下位方言間の違い（3）
Hattori 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
の祖形  詞典』 詞彙』
*tuzaa dusaa tusaa tusaː － － tusa туса 用途
*töbzin dješən tebxin teb in texji － tiewšsen тебшен 等しい
 djebšən
 tješən
 dašda- tashda- ta da- － － － ташда- 投げ返す
       тарда-
 dašə- taxi- － － － － － パタンとい
        いう
*täz- djesə- tesi- tes - － － － －  耐える
*tobzi djeszi tebji tebd  － － － дебчi ボタン
 dus u tusghu tus  － － － － 迎客酒
*töbzi djebsi debxi － － － － дебджi 盆
*da sul- da səli- tagsili- ta s l - － － tag<dzel- － 切断する
 ta səli-     tag<sel-
*da suraa- da səraa- tagsraa- ta s raː- － thaktsəra- tag<sëra- － 切れる
 ta səraa-    thaktsəraa-
     thoktsəraa-
 taš tash ta  taash nthar taše таш 石
  dash  taari  thar тар
    tha ə

　Hattori は「切断する」と「切れる」の語頭に *d を再構しているけれども，ハルハ方言
を含む多くのモンゴル諸方言で *d ＞ t という，独立の証拠がない変化を想定しなければ
ならなくなる。チュルク語からの借用語「石」にも語頭子音が有声化することがあること
を考えると，頭子音が有声音になるのは第二音節初頭の s が引き金になっていてⅢの変化
が起こったと考えるほうが自然である。
　フフバートルの B（＝Ⅳ）と D（＝Ⅶ）が共に起こっている語（つまり○○＞○●＞●
●）としてフフバートル（1992: 154）が挙げている那龍溝方言のデータは以下のとおりで
ある8。他の下位方言のデータがあまり得られないが，モンゴル文語の ten ire- に対応する
語以外は，他の下位方言ではこの変化を起こしていなくて単に B（＝Ⅳ）の変化だけ起こ
している。したがってこのデータからは，ほとんどの下位方言でⅣだけが起こり，那龍溝
方言だけがⅣ＋Ⅶの変化を起こしていると言える。

8 本論文で Hattori から引用した那龍溝方言の形式に合わせるため，転写方式をそろえる。Hattori
（1972: 66, 註 8）を参照のこと。
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土族語互助方言の下位方言間の違い（4）
モンゴル 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
文語 方言 詞典』 詞彙』
tar ila- daardzila- － － － － － － はい上
        がる
ten ire- diändərjee- denderee- dend reː- － － diendëre- дендере- 目まい
        がする
tob i diesdzi tebji （tebʥi） － － － дебчi ボタン
ab i dziäbsdzi- qabji- － qaxji- ʨhap ʨua-tsiabd i- － 刻む

tusqu dus u tusghu tus  － － － － 迎酒杯

　しかし那龍溝方言で起こっている変化をⅢ＋Ⅸ（つまり○○＞●○＞●●）と考えるこ
ともできる。Ⅲの引き金になっているのは，モンゴル文語の tusqu に対応する語以外は，
第二音節初頭の である。この子音は保安語が起こしているⅢの変化の引き金となってい
る子音（s， ）と一致する。しかしⅣ＋Ⅶの変化とⅢ＋Ⅸの変化のうちでどちらが正しい
かを決定する情報が不足している。
　Hattori は ašəli-「苦くなる」， ašən「苦い」について，この構造で *s は土族語で * を
無声化しないから，* asi- という語根を仮定する［Hattori 1972: 71］と述べているけれども，

『土漢詞典』では ghaxili- ～ haxili-「苦くなる」，ghaxin ～ haxin「苦い」となっていて，
語頭子音が無声化したバリエーションも記載されている。この場合も第二音節初頭の s が
引き金になってⅣが起こったものと解釈できる9。しかし次の語の変化は複雑である。（1）
語頭子音だけが有声化しているもの，（2）第二音節初頭の子音だけが有声化しているもの，

（3）両方の子音が有声化しているものの三種類のバリエーションがある。（1）はⅢの変化，
（2）はⅤの変化が起こったものであり，Ⅲの変化とⅤの変化は相補的な関係にある。しか
し（3）の解釈はⅤ及びⅦ（フフバートルの B 及び D）または，Ⅲ及びⅨの変化の組み合
わせと考えなければならないが，どちらかを決める情報が不足している。

土族語互助方言の下位方言間の違い（5）

モンゴル 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
文語  詞典』 詞彙』
qosiγu uošə ghushi xuʥ  huxi xu ə xošë хоше 口
  huxi xu   x ʨə xušë
     xuʨə xuše
      g<uodzi
変化 Ⅲ Ⅲ Ⅴ  Ⅴ Ⅴ＋Ⅶ
      または
      Ⅲ＋Ⅸ

　Ⅴ及びⅦ（フフバートルの B 及び D）の例として土族語でフフバートルが『土族語詞彙』

9 したがって，Hattori の 4）の条件のうち *s に関するものは書き換えられなければならない。
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に基づいて挙げているものは次の 3 語である。他の下位方言のデータを記す。モンゴル文
語 i i- に対応する語は土族語のみならず河湟語の他の言語の資料からは得られない。し
かし，モンゴル文語 qadqu-, qudqu-（及び前述の tusqu）における第一音節末の子音及び
第二音節初頭の子音の変化は，ハルハ方言の *sedkil ＞ setgel「心」，*amisqal ＞ amisgal「呼
吸」のような変化10 の存在を考慮すると，語頭子音が引き金になっていない可能性がある。

土族語互助方言の下位方言間の違い（6）
モンゴル 那龍溝 『土漢 『土族語 丹麻 天祝 沙塘川 哈拉直溝
文語  詞典』 詞彙』
qadqu- － ghasghu- as - ghasghu- － － － 刺す
qudqu- us u- ghusghu- s - － － － － 混ぜる
i i- － － ʥæʥ - － － － － 刺す

　以上論じたことをまとめると，語頭有声閉鎖音・破擦音は第二音節初頭の s が引き金に
なってⅣによって無声化することがある一方，語頭無声閉鎖音・破擦音は第二音節初頭の
s が引き金になって，Ⅲによって有声化することがあるということになる。ただし，その
条件は音韻的には規定できない。

土族語互助方言の語頭における逆行異化及び逆行同化

変化

Ⅲ
に
よ
る
有
声
化

パターン  t － s
↓Ⅲ
 d

 － s
↓Ⅲ
 ǰ

 k － s
↓Ⅲ
 g

 q － s
↓Ⅲ
 g

例 那龍溝方言
に多数ある

例なし 例なし  qosiγu 
「口」

Ⅴ
に
よ
る
無
声
化

パターン  b － s
↓Ⅴ
 p

 d － s
↓Ⅴ
 t

 ǰ － s
↓Ⅴ
 

 g － s
↓Ⅴ
 x

 γ－ s
↓Ⅴ
 x 

例  bos-
「起きる」
 baγsi

「徒弟」

例なし  jabsar
「隙間」

例なし γasiγun
「苦い」

　*s 以外に *z があったと考えるのは無理がある。土族語互助方言では語中の s［s］は z［dz］
と交替をする［照那斯圖編 1981a: 7］が，常に自由交替をするわけではなく，語彙によって
どちらの子音が現れるかが決まっているようである。形動詞過去 -san，奪格 -sa，仮定副
動詞 -sa に z が出現するのは沙塘川，丹麻，天祝，那龍溝の方言に特徴的な現象である。

10 ハルハ方言では音節末の d, s の直後の音節初頭の k, q は有声化して g に変化し，音節末の d は
無声化して t に変化する。
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duraasi「酒」，arasi「皮」はすべての方言で s を持ち，szu「水」，qaalsi「紙」はすべて
の方言で z を持っている。しかし dabsi「塩」，toosi「油」，qasi「雪」でどちらの子音が
現れるかはかなり混然としている11。一般的にs／zの現れ方で方言を分類することはでき
ないが，形動詞過去，仮定副動詞については方言差を表していると言える。

土族語互助方言の下位方言における語中の sのバリエーション

東溝 東山 紅崖子溝 哈拉直溝 沙塘川 丹麻 那龍溝 天祝

「形動詞過去」 -san
「仮定副動詞」 -sa s s z s, sz z z

酒 duraasi s s s s s s s s
皮 arasi s s s s s s s s

塩 dabsi s
z z

s
z

s ― ― s
z

油   　 toosi s s
z

s
z

s
z

s
z

―

雪    qasi z
s
z

s
z

s s s
z

s
z

水    szu z z z z z z z z
紙 qaalsi z z z z z z z ―

10．保安語の下位方言内の違い

　Ⅲ（フフバートルの C）で保安語の例として挙がっているのは，『保安語詞彙』に基づ
く以下の「ボタン」から「唇」の 7 語であり，第二音節初頭に舌先子音があるものに限ら
れる。しかし，「油」からわかるように，舌先音があれば必ず語頭子音が有声化するわけ
ではない。この書物に記録されている言語は青海省側の同仁方言のものである。甘粛省側
の積石山方言の資料で対応できる語彙が極めて少ないけれども，語頭の有声化は起こって
いない。したがってⅢ（フフバートルの C）の変化が起こっていることを元にして，東部
裕固語と保安語が同じグループを構成しているという主張［フフバートル 1993: 164］は意
味をなさない。土族語互助方言の那龍溝方言で語頭の t が第二音節初頭の s の前で有声化
しているのはⅢの変化と考えられるし，この変化はわずかなら東郷語でも起こっている。

11 「酒」～「紙」の東溝，東山，紅崖子溝の情報は，清格爾泰編著，李克郁校閲（1991: 359－396）
による。
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保安語の下位方言内の違い

モンゴル 同仁 積石山 積石山 積石山
文語 『保安語詞彙』 『保安語簡誌』 Тодаева 佐藤
   （1964） （2004）
tobci dɵbʨi tabʨiə － － ボタン
tebsi deb i － － － 小皿
tübsin debʨɑŋ － － － 平らな
tasul- dɑsɑl- － － － 断ち切る
ab i- ʥɑbʨi- － － － 叩き切る
asun ʥɑsɛŋ ʨiasuŋ часоң ʨɑsuŋ 雪

qosiγun ɵ ɵŋ － － － 唇
tosun tɵsɵŋ tosuŋ тосоң tosuŋ 油
qataγu － xotoŋ хотоң    － 堅い

　Ⅲの起こり方は方言によって差がある。佐藤暢治［個人談話］12 によると，保安語の「羊」，
「遠い」，「袖」の語頭子音は下位方言によって違いがある。大墩は尕洒日から，干河灘は
保安下庄からの移住民の言語であり，元の発音を保存している。「袖」はモンゴル文語の
qancui に対応する語であるので，尕洒日と大墩以外の方言ではⅤのみが起こっているの
に対し，尕洒日と大墩ではⅤに引き続いてⅦが起こっているものと考えられる。この変化
をⅢ＋Ⅸと見なす必要はないと思われる。

保安語の語頭子音の異動

同仁   積石山
年都乎 保安下庄 尕洒日 大墩 干河灘 高李 肖家 斜套
ɵnə χonə onə onə χonə χonə χonə χonə 羊

χɵlɵ χolo olo olo χolo χolo χolo χolo 遠い
ɑnʥu χɑnʥuŋ ɑnʥu ɑnʥyŋ χɑnʥyŋ χɑnʥyŋ χɑnʥyŋ χɑnʥyŋ 袖

11．東郷語の下位方言間の違い
　東郷語には鎖南垻，四甲集，汪家集の方言があるとされているが，以下に述べるのがど
の方言のものかはっきりしない13。Тодаеваの資料には第3節で述べたⅤが起こっていない
語が多数見られ，Ⅱが起こっていない語が 1 例見られる。『蒙古語族語言詞典』にはⅣが
起こっていない他の資料と異なる形式が見られる。また，「油」で語頭が有声の形式はⅢ
の変化が起こっている。全体としてТодаеваの資料は他の資料よりは古い段階を示してい
ると考えられる。

12 佐藤暢治（2001, 2005）も参照のこと。
13 東郷語には方言の違いがないとされている。四甲集，汪家集ではモンゴル文語の音節末の r が保

存されることがあるが，鎖南垻では保存されないという違いがある。しかし以下に述べる語には
そのような差は現れない。
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東郷語の下位方言間の違い

モンゴル Тодаева 『東郷語 『蒙古語族語  『東郷語詞彙』
文語 （1961） 簡誌』 語言詞典』

ikin чыkэң tȿ n tȿ n    tȿi n  耳
kir i- кiчы- kid iə- kid -    kid i-  切る
kituγa kутуҕо qudo o q do o  qudo o  ナイフ
takiya тыkа t ɑ t ɑ  t ɑ, t x ɑ 鶏
qataγu kытун q dun q dun q tun q dun  硬い

bi i- п iчэ- pid - pid -  pid i-  書く
dotora соторо tudoro sudoro, tudoro sudoro  toro 中に

qoriyan kороң oron oruɑn  oroŋ  庭

bur aγ пуджа pud ɑ putȿɑ  pud ɑ, p d ɑ 豆
batu ― pudu putu  pudu  丈夫な

tosun тосун tosun dosun tosun tosun,  dosun 油

Ⅴ

Ⅵ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ Ⅲ

Ⅵ Ⅵ

Ⅳ

12．語頭の摩擦音について
　河湟語にはモンゴル祖語の *p に由来する語頭の摩擦音が存在することは古くから知ら
れている。しかし *p が再構されないにもかかわらず語頭に摩擦音を持っている語が多数
見られる。これに関しては Hattori が既に言及しており，語頭の /’/ も土族語では［h］に無
声化され x になる［Hattori 1972: 80, 註 19］，例えば，土族語 xada「去勢馬」という例が
載っている。Svantesson（2003: 7）はこれを移動する有気音と解釈している。つまり
Svantesson は語中の有気音（＝無声音）の気音が子音の直前にあると想定しているので，
/VCh.../［VhC...］＞［hVC...］という変化が起こったものであると考えていることになる。こ
の説明が正しいのであれば，結果的に第二音節初頭の子音は無気音（＝有声音）になるは
ずである。Svantesson が取り上げている *ükü-「死ぬ」＞土族語 xugu-，*altan「金」＞
土族語 xaldan，*ökin「娘」＞土族語 d yn という例（表記は改めた）に関する限り正し
けれども，以下に示すように語頭に *p が再構されない語［Krippes 1992 Ⅶ 138－158］の発
展は非常に複雑である14。

14 出典は次の通りである。土族語民和方言：清格爾泰編著，李克郁校閲（1991），土族語民和方言
の括弧の語：Zhu Yongzhong 他（2005）のテキストから採集した語彙，保安語のキリル文字の語：
Todaeva（1964），保安語の括弧の語：孫竹主編，照那斯圖編，陳乃雄，呉俊峰，李克郁編著（1985），
それ以外は各言語の『詞彙』。
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モンゴル祖語の *p に対応しない可能語の語頭摩擦音
 東部 土族語 土族語 保安語 康家語 東郷語
 裕固語 互助 民和
*alqu- ɑlqə- xal - ― ɑlgɵ hal ul- hɑŋkulɑ-* 歩く
*alqu ― xal  ― ― ― hɑŋku* 歩み
*altan ɑltɑn xaldan ertang ɑltɑŋ antɔ ɑltɑŋ 金
*amura- ɑmərɑ- xamburaː- hangbura- ɑmɑrɑ- hambəra- hɑmurɑ- 休む
*arca hrʧɑ ― ― ― ― ― ネズ
*eber eβer υer, jer wuber вэр ― ― 角（つの）
*emükü- ― xaŋ - ― ― ― ― 口に含む
*ineger- n̥ iː- ― ― шiнэ- ʃine- iniə- 笑う
*inegedün n̥ iːdən ineːd  ― шiнэдоң ʃinid n niəduŋ 笑い
*ödken h tgwen ― ― （dəgɑŋ） ― oʨi ɑn 濃い
*ögekün yk n （f）oːg  （fugu） （ gum） g n fuguŋ 脂肪
*öndür oŋdor undur wunduer （undər） ndər undu 高い
*öles- ― los - （losi-） （oləs-） lə/es - oliəsi-- 飢える
*ükü- hk - f/hugu- hugu- gu- g - fugu- 死ぬ
*unta- ndɑ- nt raː- ― тэра- huntara-* hunturɑ- 寝る
      huntra-*
*unu- hɔnə- fun - wuni- фунэ- une/i- unu- 乗る
*urtu hurtu f（ ）dur ― ф ду ʃdu fudu 長い
*usun qusun fuzu, szu szu sə s /y usu 水
*üjügür ʤyr u/rd uːr ― （ud ir） ʤur ― 先
*yeke ʃike ȿgɜ shuguai,  го g  fugi  大きい
   shugo
*yisün çisən s/ȿdz n ― jirsəŋ jasuŋ jəsuŋ 九
     jatsun
     jədzuŋ
ökin hkon* d yn xujun ― iχgɔ oʧin 娘
erte hərte* ȿde shidie erte ete əʨiə 早い
oqur h ɔr x r ― ɵr xor oqo 短い
     xuar

　　　　　　   ：語頭の摩擦音の痕跡がない語
　　　　　　   ：語頭の摩擦音の引き金となった子音
　　　右肩の *： 第二音節初頭に有声音がないのに語頭に摩擦音（またはそれに相当する音）が

ある語

13．おわりに
　各言語や方言における音韻変化の条件を音韻的に規定できるまでには至っていないが，
以上述べたことをまとめると以下のようになる。

（1） 子音の有声化，無声化の点でも土族語民和方言は土族語互助方言と最も近い変化を起
こしている。

（2） 子音の有声化，無声化の点では康家語は東郷語と最も近い変化を起こしている。一部
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は保安語と近い変化を起こしている。
（3） Hattori の扱った土族語互助方言の那龍溝方言にはⅢ（逆行異化，有声化）の変化を

起こした語が多数見られるが，他の下位方言にはほとんど見られない。
（4）Hattori の 4）5）では説明のできない語が土族語互助方言の別の資料には存在する。
（5）Hattori の主張する祖語の *z は根拠がない。
（6）保安語でⅢ（逆行異化，有声化）が起こっているのは同仁方言のみである。
（7）東郷語のТодаеваの資料は他の資料よりは古い段階を反映している。
（8）Svantesson の preaspiration の移動による語頭摩擦音発生の説明には例外が多い。
（9） 清格爾泰の主張，*q と *γ 及び *k と *g の区別がなかったことを主張するためには，

河湟語だけではなく，モンゴル諸語や方言におけるこの子音の有声／無声への分化を
無理なく自然に説明する必要がある。
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附録
（1）佐藤暢治（1991/1992）の 3. 5 まとめ及び 4. 5 まとめに示されている表に土族語民和
方言及び康家語を付け加え，実例数を記入した表を以下に示す。配列順は変更した。

　語頭 *kV-, *qV- の *d による軟音化 語頭 *kV-, *qV- の *j による軟音化
　Ⅰ 2）　A　○●＞●● Ⅰ 2）　A　○●＞●●

東部
裕固

土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷 東部

裕固
土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷

*kedün × 1 × 1 × 1 × 1 ○ 1 ○ 1 *kejiye × 1 × 1 × 1 × 1 ○ 1 ○ 1

-*nd- の前 × 1 × 2 ○ 1
× 1 ○ 1 ○ 1 -*nj- の前     ○ 1 ○ 1

-*ld- の前 × 1 ○ 1 ○ 1     
-*rd- の前 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 -*rj- の前 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1
-*d- の前 ○ 2 ○ 2 ○ 2 ○ 1 -*j- の前 ○ 2 ○ 3 ○ 1 ○ 2 ○ 3

　語頭 *bV- の *t, *c, *k, *q による硬音化
　Ⅳ 4）　●○＞○○　または　Ⅳ＋Ⅴ 4）＋ 5）

東部裕固 土族互助 土族民和 保安 康家 東郷
第 1 音節母音
　*a（e, o, ö）
　*i, u, ü

× 6
○ 7

○ 3
○ 7

○ 1
○ 3

× 1
○ 3 ○ 3

○ 2
○ 8

第 1 音節末子音
　*l
　*
　*r

○ 1

○ 3

○ 2
○ 1
○ 3

× 1

○ 1

× 2
○ 1
○ 2

第 2 音節頭の子音
　*q
　*k
　*t, *

○ 2
○ 1
○ 4

○ 1
○ 3
○ 6

○ 1

○ 3

× 1

○ 2

× 1

○ 2

× 3
○ 1
○ 9

（2）フフバートル（1992: 153, 165）の表の間違いを訂正し，土族語民和方言及び康家語を
付け加え，実例数を記入したものを以下に示す。配列順は変更した。k は q を含み，g は
γを含む。

　孤立諸言語第二音節頭音軟音化一覧表
　◎○＞◎●

語頭音 東部裕固 土族互助 土族民和 保安 康家 東郷 例
古母音 － ∓ 5 － 1 ∓ 4 aqa, amtatu, aski-, a i

鼻音 － ＋ 4 － ＋ 1 marta-, metü, miqan, 
moqur, noγtu
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　Ⅳ＋Ⅴ　4）＋ 5）●○＞○○＞○●，
語頭音 東部裕固 土族互助 土族民和 保安 康家 東郷 例

軟音
p- ＜ *b- － ＋ 5 ＋ 5 － 4 ＋ 3 ＋ 6 batu, bagγa-, bi ig, 

bur aγ
t- ＜ *d- － ＋ 6 －*1 ＋ 1 dotor, dö in, dutaγu
k- ＜ *g- － ＋ ＋ 1 － ＋ 3 güyi e-, giski-, γaqai

　　下位方言には存在する（第 8 節）。
*　  モンゴル文語 dutaγa- に対応する保安語 tədɑː-「逃げる」

　Ⅴ 5）B　○○＞○●
語頭音 東部裕固 土族互助 土族民和 保安 康家 東郷 例

硬音

*p- － 4
＋ 2

＋ 4 ＋ 4 － 2
＋ 4

＋ 3 － 4
＋ 2 püker, poqur

*t- － ＋ 4 ＋ 2 －*1 ＋ 3 toqu-, takiya
* － ＋ 2 ＋ 2 － ＋ 1 ab i-, ikin

*k- － 3
＋ 3

＋ 7 ＋ 8 － 2
＋ 3

＋ 1 ＋ 4
－ 3

kebte-, ker i-, kökü-
kituγa

*s- － 4
＋ 2

＋ 6 ＋ 4 － 4
＋ 2

＋ 1 ＋ 6 süke，soγta-, saki-, 
saqal, siqa-, soqur

　　下位方言には存在する（第 10 節）。
*　  モンゴル文語 temtüri- に対応する保安語 təmdəl-「手探りする」

　モンゴル語族諸言語語頭子音軟音化一覧表
　Ⅰ　2）　A　○●／◎＞●●／◎

語頭音 第一音節 第二音節頭音
一次的軟音

東部
裕固

土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷 例

*k- ＞ g-

-*e- 以外
-*d-

＋ 4 ＋ 4 ＋ 4 ＋ 1 ＋ 4 ködel-
-*e- － 1 － 1 － － 1 ＋ 1 ＋ 1 kedün
-*n- － 1 － 1 － 1 ＋ 1 ＋ 1 kündü
-*e- 以外

-*j-
＋ 3 ＋ 5 ＋ 2 ＋ 3 ＋ 3 küǰügün, küji

-*e- － 1 － 1 － 1 ＋ 1 ＋ 1 keǰiye
-*ng- 以外

-*g-
－ 4 － 3 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 4 qaγal-, quγul-

-*ng- － 2 － 2 － 2 ＋ 1 ＋ 1 könggen
-*o-

-*l-
－ － － ± 3 ＋ 2 ＋ 3 qola, qoγulai

-*u- － － ＋ 2 ＋ 1 ＋ 2 qulaγai, qulusun
-*i- － － ＋ 1 kiluyi-
-*o-

-*r-
－ － － ＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 qoruqai

-*u- － － 1 － ＋ 2 ＋ 3 ＋ 2 qura, quruγun
-*o-

-*m-
－ － 1 ＋ ? ＋ 1 qormai

-*i- － － 1 ? － 1 ＋ 1 kimusun
-*o- -*n- － － 1 ＋ 1 ＋ 2 qonin, qomu-
-*i- -*b- － － 1 ＋ 2 ＋ 2 kilbar
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　？は転記ミスであろう。＋の欄が空白，空白の欄が＋である。kedün と kejiye が他と
は違った振る舞いをすることは事実であるが，e 以外の母音は natural class を形成しない
から，その理由を第一音節の母音 e に求めるのは根拠が薄弱である。o, u, i という個別の
表現ではどういう natural class を形成しているのかあいまいである。これらは a を除く
男性語であり，［- low］という natural class を形成する。（第 5 節）

　Ⅴ＋Ⅶ　B＋D　○○＞○●＞●●

語頭音 第一音節           第二音節頭音
二次的硬音

東部
裕固

土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷 例

*t- ＞ d-
-j- ＜ -* - － ＋ 3 － － － tob i, tem ire-

tari ila-
-g- ＜ -*k- － ＋ 1 － ＋ 1 tusqa-

*c- ＞ j- -j- ＜ -* - － ＋ 2 － － ab i-, i i-

*k- ＞ g-
-j- ＜ -* - － － － － ＋ 2 qan ui, qu a

-g- ＜ -*k- － ＋ 2 － － － ＋ 2 kökü-, qongqu,
qadqu-, qudqu-

　Ⅲ　C　○○＞●○

語頭音 第一音節 第二音節頭音
一次的硬音

東部
裕固

土族
互助

土族
民和 保安 康家 東郷 例

*t- ＞ d- 鼻音，
二重母音，
長母音
以外 

-*t- － － －
-* - － － ＋ 1 － tob i
-*k- ＋ 3 － － － takiya, taki-
-*s- ＋ 2 － ＋ 3 － tasu-, tübsin,tebsi

* - ＞ j- -*t- － －
-* - ＋ 1 － ＋ 1 － ab i-
-*k- *3 － －
-*s- *2 － ＋ 1 － ? asun

*k- ＞ g- -*t- ＋ 8 － － － kebte-, qataγu
-* - － －
-*k- *－ 1 － － kekere-
-*s- － － ＋ 1 － qosiγun

*：フフバートルの見落とし
　　 ：下位方言によっては有声化が存在する（第 9 節）。
保安語は同仁方言にのみ存在する（第 10 節）。
－ ?：バリエーションとして有声化が記載されている。

（3）清格爾泰（1985: 7）の △（強）を○，○（弱）を●に置き換え，東部裕固語，土族
語民和方言，康家語を付け加えたものを以下に示す。●はソナントを含む。　　は清格爾
泰に欠如しているものである。例を付け加える。－は省略する。k は q を含み，g はγを
含む。



大阪大学世界言語研究センター論集 第４号（2010年）

27

強－強
○○

東部
裕固語

土族語
互助

土族語
民和 保安語 康家語 東郷語 例

強強
k －○

語
頭

Ⅴ 5）
○●

xɑmdə
xɑnʤun

Ⅴ 5）
○●
k deː-
ʨido
xamd

（hamji）
x ʥa-
kuiden

（haiji）

Ⅴ 5）
○●
kebte-
ʨido

kuit’en
qaiʨi

Ⅴ 5）
○●

dɵ ə
ɑmdə
ɑnʥu
ʥɑ-

Ⅴ 5）
○●

du u

Ⅴ 5）
○●
kiʥiə-
qudo o

qud ɑ-

kebte-「横になる」
kituγa「ナイフ」
qamtu「いっしょに」
qan ui「袖」
qu a-「吠える」
küiten「寒い」
qayi i「はさみ」

ⅤⅦ D
●●
ɑnd uŋ qan ui「袖」

○○
kyten
xɑiʧə

quʧɑ-

○○

xaiʨ
xanʨ

○○

qaiʨi
qanʨi

xaŋtu

○○
kiɑŋ
χiːʨi

○○
k i（ʃ）tɔ
qa/eiʧi

ke/ite-
quʧa-

○○
kuiʨiən
qait i 

küiten「寒い」
qayi i「はさみ」
qan ui「袖」 
kebte-「横になる」
qu a-「吠える」
qamtu「いっしょに」

Ⅲ
●○
gebte- kebte-「横になる」

強強
○－ k

語
中

Ⅴ 5）
○●

tɔ ə-

xɔŋ ɔ

Ⅴ 5）
○●
fugu-
fugor
t a
tu -
kugo-
xɔŋ r

Ⅴ 5）
○●
pükü-
xuguar
ta a   

q aŋ  

Ⅴ 5）
○●

gu-

Ⅴ 5）
○●
g -
gɵr

Ⅴ 5）
○●
f（u）gu-
fugiə
t （x）ɑ
to u-

*pükü-「死ぬ」
*püker「牛」
takiya「鶏」
toqu-「鞍をつける」
kökü-「吸う」
qongqu「鈴」

ⅤⅦ BD
●●
gogo-
uŋ uŋ

kökü-「吸う」
qongqu「鈴」

○○
ɵkɵr
təχɑ
tɵχɵ-

○○

k k - 

*püker「牛」
takiya「鶏」
toqu-「鞍をつける」
kökü-「吸う」   

Ⅲ
●○
dɑgqɑ takiya「鶏」
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強弱
○●

東部
裕固語

土族語
互助

土族語
民和 保安語 康家語 東郷語 例

強弱
k －●

語
頭

Ⅰ 2）
●●
urduŋ

g dəl-

Ⅰ 2）
●●

rdun

gudol -

Ⅰ 2）
●●

rdun

Ⅰ 2）
●●
ɵrdɵŋ

gudel-

Ⅰ 2）
●●
urdun

g dəle-

g ŋgɔ

gəʤe

Ⅰ 2）
●●
uduŋ
uʥin

goʥiəlu-
gundu
goŋgiən
guɑŋgiən
giəd ə

qurdun「速い」

ködel-「動く」
kündü「重い」
könggen「軽い」

keǰiye「いつ」
Ⅷ   
○○
k ŋtə

Ⅷ
○○
kuntə
kɵŋkɑŋ
kəʨi

kündü「重い」
könggen「軽い」
keǰiye「いつ」

○● 
køŋgen
keʤeː 

○●
kundun
kongon
k ʥeː

○●
könggen kündü「重い 」

könggen「軽い」
keǰiye「いつ」

強弱
○－ g

語
中

Ⅰ 2）
●●
ɑ ɑl-

 
Ⅰ 2）
●● 
ɑ ɑlu- qaγal-「割る」

Ⅷ　 
○○
tɵχɵŋ
ʨiχɑŋ

Ⅷ　   
○○
t（u）χuŋ
ʧi/ɔχɔ

toγuγan「鍋」
aγan「白い」

○●
k rgen
tɔ ɔːn
ʧ（ə）ɑːn 

○●
kurgeːn
tu ː
ʨi aːn

○●
kurgan
tu o
t ʅ aŋ

○●
kur ɑŋ

○●
k rgɔ

○●
tu oŋ
t i ɑŋ

kürgen「婿」 
toγuγan「鍋」
aγan「白い」  

弱弱
●●

東部
裕固語

土族語
互助

土族語
民和 保安語 康家語 東郷語 例

弱弱
g －●

語
頭

●●

ɑl  
ɑr  

●●
g geːn
al
ar

●●
g gæn
ar  
ar

g desɿ

●●
gegɑŋ

●●
gigɔ

●●
giə ɑŋ gegen「明るい」

γal「火」
γar「手」
gedesün「腹」

Ⅺ
○●
χɑl
χɑr

Ⅺ   
○●
χar  
χar  

Ⅺ    
○● 
qɑn
qɑ

γal「火」
γar「手」

ⅩⅢ
○●
kid əsuŋ gedesün「腹」

弱弱
●－ g

語
中

●●
bɔ ɔnɔ/ə

ʤɑ/ə-
 ɑsən

●●
bo n

ʥi as

g geːn

●●

g gæn

●●
bɵ ni

ʥɑl ɑsɵŋ

gegɑŋ

●●
bə/agəni
bɔgɔni
ʤi/a asun

gigɔ

●●
bo oni

d ɑ ɑsuŋ

giə ɑŋ

boγoni「低い」

ǰiγasun「魚」

gegen「明るい」
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弱強
●○

東部
裕固語

土族語
互助

土族語
民和 保安語 康家語 東郷語 例

弱強
g －○

語
頭

Ⅸ
●●
ɑ əi

Ⅸ 
●●
? γaqai「豚」

Ⅵ f-f
○●
x ai
xa in
kuiʥæ-
g des

Ⅵ f-f
○●
qa ai

Ⅵ f-f
○●
q （x）ɑi γaqai「豚」

γasiγun「苦い」
güyice-「足りる」
gedesün「腹」

Ⅳ
○○

q/ ɑgqɑi

Ⅳ
○○
q uŋ
kuit ə-

γasiγun「苦い」
güyice-「足りる」
γaqai「豚」

●○
q/ ɑgqɑi
ɑʃuːn

gyʧeː-

γaqai「豚」

弱強
●－ k

語
中

Ⅸ
●●

ɑ əi

Ⅸ
●●
bɔ ɔ（r）
ə/a ai 

Ⅸ
●●
bo o buqur「尻」

γaqai「豚」
Ⅵ f-f
○●
x ai

Ⅵ f-f  
○●
q （x）ɑi 
pugu-

γaqai「豚」
bürkü-「覆う」

Ⅳ
○○
p k（V）- bürkü-「覆う」
●○

q/ ɑgqɑi

●○
bɵrke buqur「尻」

γaqai「豚」




